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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

9/26 現在 

父島 

92.1/100 

母島  

93.8/100 

８月気象状況(父島)

最高気温   31.0℃

最低気温   23.4℃

平均気温   27.3℃

平均湿度   90％ 

月降水量   63.5mm

住民基本台帳登録者数（９/１）

             2,399 人 

             父島      母島  

  人口      1,944 人   455 人

  世帯      1,076     239 

短期滞在者     13 人    43 人

                                               

                                       

                                       

南
島
入
島
禁
止
期
間 

 

南
島
の
自
然
環
境
の
保
全
と
利
用
に
関
す
る
小

笠
原
村
の
自
主
ル
ー
ル
と
し
て
、
植
生
回
復
の
た
め

の
養
生
（
入
島
禁
止
）
期
間
を
以
下
の
と
お
り
設
定

し
ま
し
た
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

 
 

平
成
14
年
11
月
５
日
～
平
成
15
年
２
月
４
日 

※
た
だ
し
、
12
月
28
日
（
土
）
～ 

1
月
4
日
（
土
）
を
除
く 

 

南
島
は
小
笠
原
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
で

あ
り
、
ま
た
、
周
辺
の
海
域
も
海
中
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
国
有
林
の
特
定
地
理
等
保

護
林
の
指
定
も
受
け
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
南
島

の
自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
入
島
禁
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

●
自
主
ル
ー
ル
の
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

●
植
生
回
復
工
事
の
問
合
せ
先 

 
 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 ２

―
２
１
０
３ 

扇
浦
地
区
宅
地
分
譲 

 
 
 

意
見
交
換
会
の
開
催 

  

先
月
の
17
日
に
は
説
明
会
を
開
催
し
、
様
々
な
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
多
く
の
村
民
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
扇
浦
地
区
宅
地
分
譲
の
計
画
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
意

見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
村
役
場
２
階
会
議
室 

●
問
合
せ
先 

 

企
画
課
企
画
係 

２
―
３
１
１
２ 

ＮＯ．４６０ 

平成 14 年(2002)

10/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

２００２小笠原観光写真コンテスト作品募集！ 
 

小笠原村主催のフォトコンテストも今年で８回目となりました。今回入賞した作品は、平成１５年度の村の観光宣伝事業で 
積極的に利用する予定です。今年度の小笠原ガイドマップの表紙は、昨年のコンテスト入賞作品です。 
詳細については、下記までお問い合わせください。 
 
【応募資格】 プロ・アマ問いません 
【応募期間】 １０月１日（火）～１１月１日（金） 
【部 門】 

  《Ａ部門》 小笠原の観光（自然風景、イベント、動植物等、小笠原を象徴するもの） 
  《Ｂ部門》 小笠原への旅情を誘う風景（写真を見てぜひ小笠原へ行ってみたいと思わせる風景） 

※ 両部門とも未発表のもので、同一または類似したコンテストに応募及び、 
発表される予定のないものに限ります。 
なお、作品にはタイトルとそのタイトルへの思いを必ず記載してください。 

【審 査 員】 榊原透雄（写真家）、村役場産業観光課 
【応募上の注意】 

   カラープリント(キャビネ判～四つ切り)または、カラースライド(３５mm） 
でお願いします。別紙に部門、氏名、住所、電話番号、撮影場所、作品返却 
希望の有無を明記して添付してください。 

  応募数は１人１０作品までとします。 
 【賞（Ａ・Ｂ各部門）】  

・金賞 １０万円  １作品 
・銀賞  ５万円  １作品 
・銅賞  ３万円  １作品 
・入選  １万円  ２作品 

【発表方法】 本人に直接連絡するとともに、村民だより平成１５年１月号に 
掲載いたします。 

                            
●応募・問合せ先 産業観光課産業観光係 ２－３１１４ 

平成14年度B部門金賞 諸江 貴さんの作品
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プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

シ
ス
テ
ム
母
島
村
民
会
館
に
設
置 

 (

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら(

宝
く
じ)

助
成
を

受
け
、
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室
に
50
型
プ
ラ
ズ

マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
村
民
会
館
開
館
中
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
は
本
数
・
種
類
と
も
に
ま
だ
少
な

い
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
不
要
に
な
り
ま
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
の
ご

寄
付
等
も
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 【
10
月
１
日
現
在
揃
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
】 

○
洋
画 

 
 

・
ブ
リ
ジ
ッ
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
日
記 

 
 

・
ス
パ
イ
キ
ッ
ズ 

○
邦
画 

・
男
は
つ
ら
い
よ
特
別
編 

 

寅
次
郎
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花 

○
ア
ニ
メ 

 
 

・
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
日
本
誕
生 

 
 

・
ト
イ 

ス
ト
ー
リ
ー 

 
 

・
千
と
千
尋
の
神
隠
し 

ほ
か 

 
 ●

問
合
せ
先 

母
島
村
民
会
館 

３
―
２
１
０
６ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 
【
出
張
期
間
】
8
月
21
日
～
8
月
２９
日 

・
空
港
関
係
要
望
（
国
会
議
員
） 

・
航
空
路
意
見
交
換
（
都
） 

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
打
合
せ
（
都
） 

・
返
還
三
十
五
周
年
事
業
協
力
要
請
（
都
） 

な
ど 

母
島
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
決
定 

  

母
島
の
新
ご
み
処
理
施
設
の
名
称
募
集
に
は
、
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

母
島
の
新
ご
み
処
理
施
設
は
、
生
ご
み
を
生
ご
み

処
理
機
で
一
次
堆
肥
化
す
る
他
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
せ
と
も
の
以
外
、
ほ
と
ん
ど
の
ご
み
を
父
島
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
輸
送
す
る
た
め
の
中
継
所
と
な

り
ま
す
。
施
設
の
稼
動
形
態
を
簡
潔
に
表
し
、
な
お

か
つ
覚
え
や
す
く
呼
び
や
す
い
こ
と
か
ら
次
の
名
称

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

《
名

称
》「
母
島
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」 

《
応
募
者
》
荒
井
由
紀
子
さ
ん
（
母
島
在
住
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

カ
ー
エ
ア
コ
ン
の
フ
ロ
ン
類 

 
 
 
 
 
 
 

回
収
が
義
務
化 

 

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
に
基
づ
き
、
10
月
１
日
よ
り
、

使
用
済
み
自
動
車
に
係
る
カ
ー
エ
ア
コ
ン
か
ら
の
フ

ロ
ン
回
収
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
所
有
者
は
、
回
収
・
運
搬
・

破
壊
に
要
す
る
費
用
を
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
の
購 

入
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
今
後
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
搭
載
車
を
ポ

ン
コ
ツ
車
と
し
て
搬
出
す
る
際
は
、
ポ
ン
コ
ツ
車
処

理
料
金
の
他
に
自
動
車
フ
ロ
ン
券
（
２
，
５
８
０
円
）

の
購
入
が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、
村
役
場
へ
の
事

前
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係      

３
―
２
１
１
１ 

第２５回 小笠原村住民健診  （協力：島しょ保健所小笠原出張所 / 委託実施機関：財団法人東京顕微鏡院） 
 

【対象者】 原則として３０歳以上で、小笠原村に住所を有する方  【費 用】 無料 
【日時・場所・検査項目】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予約受付期間】 １０月２１日（月） ～ １１月７日（木）（土、日、祝日は除く） 

                      （時間： 午前8～12時、午後1時30分～5時30分） 
健診当日の混雑緩和のために、基本健康診査、胃がん検診及び、乳・子宮がん検診は予約制となります。必ず事前に下記申込み先に直接または、

電話にてお申込みください。なお、住民結核検診（レントゲン）は、予約の必要はありませんので直接保健所にお越しください。 

【その他】 
※ 今年度からの５年間、肝炎ウィルス検診を実施します。 

節目年の方（４０･４５・５０・５５・６０・６５・７０歳）には、肝炎ウィルス検診の問診表が同封されていますので、中身をご確認ください。

※ 会場に託児所（父島のみ）が設けてありますので、お子様連れの方はお気軽にご利用ください。 
 
●申込み・問合せ先  父島： 健康福祉課（地域福祉センター内） ２－３９３９ 

母島： 母島支所庶務係          ３－２１１１ 

母島：診療所 
父島：地域福祉センター 

保健所：住民結核検診（レントゲン）のみ 

11月9日（土） 11月10日（日） 11月12日（火） 11月13日（水） 11月14日（木） 11月16日（土）

    場所・ 

      日時 

 

検査項目 午前 午後 午後 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基 本 健 康 診 査 

乳・子宮がん検診 

住 民 結 核 検 診 

○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

胃 が ん 検 診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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年
金
相
談 

  

港
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
・
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
事
務
・
事
業
所
の
算
定
基
礎
届
の

受
付
事
務
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

○
年
金
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
・
年
金

証
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
実
施
日
に
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

○
平
成
12
年
９
月
～
平
成
15
年
３
月
分
の
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
事
務
を
実
施
し
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
あ
る
方
、
平
成
14
年
10
月
～
平
成
15
年
３

月
分
の
保
険
料
の
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
、
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

○
社
会
保
険
適
用
事
業
所
が
毎
年
提
出
す
る
算
定
基

礎
届
に
つ
い
て
、
受
付
事
務
を
実
施
し
ま
す
。
該

当
事
業
所
は
提
出
も
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
父 

島
】 

《
日
時
》 

10
月
２
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時
30
分 

 
 

３
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 
 

４
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母 

島
】 

《
日
時
》 

10
月
７
日
（
月
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 
 

８
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 
 

９
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

       

軽
自
動
車
等
の
届
出 

 

軽
自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
）
の
所
有

者
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。 

○
車
両
を
人
に
譲
っ
た
時 

･･･

名
義
の
変
更
の
手
続
き 

○
車
両
を
廃
棄
等
し
た
時 

･･･

廃
車
の
手
続
き
（
標
識
の
返
納
） 

○
車
両
の
定
置
場
変
更
等
が
あ
っ
た
時 

 
 
 
･･･

車
両
の
定
置
場
の
変
更
等
の
手
続
き 

 

こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
届
出
を

さ
れ
な
い
と
、
島
外
搬
出
等
に
よ
り
廃
棄
済
み
の
車

両
や
他
の
人
に
譲
っ
た
車
両
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

巡
回
児
童
演
劇
小
笠
原
公
演 

 

俳
優
館
に
よ
る
巡
回
児
童
演
劇
小
笠
原
公
演 

『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ム
ク
バ
ク
と
チ
チ
ャ
ね
こ
』

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
21
日
（
月
） 

開
場 

午
後
５
時
30
分 

 
 
 
 
 
 

開
演 

午
後
６
時 

《
場
所
》 

小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
22
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 

開
場 

午
後
５
時
30
分 

 
 
 
 
 
 

開
演 

午
後
６
時 

《
場
所
》 

母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

医  療  助  成  制  度 

◎乳幼児医療費助成制度  

毎年１０月は○乳医療証の更新月です。新たに申請される方、更新日の前日までに新しい医療証がお手もとに届かない方は、 

村役場村民課または母島支所までお問い合わせください。（○乳に該当する方には事前に通知書を送付いたします。） 
【対象者】 
  小学校入学前までの乳幼児 
【医療証の有効期間】 
  平成１４年１０月１日から平成１５年９月３０日まで 

（但し、６歳児は平成１５年３月３１日まで） 
【窓口負担】 
 《通院の場合》負担はありません。 
 《入院の場合》食事代として、１日あたり７６０円を支払います。 

◎老人医療費・心身障害者医療費・ひとり親家庭医療費  

１０月１日からの老人保健法の改正に伴い、○福・○障・○親の各医療助成制度の自己負担額が改正されます。 
 

※低所得者とは、主たる生計維持者が区市町

村民税非課税の方です。 

※○障・○親（世帯）で区市町村民税が非課税

の方は、入院時食事療養費標準負担額のみ 

の負担となります。 

 
 

●問合せ先 村民課住民係 ２―３１１３ 

自己負担限度額（入院・世帯ごと） 

区 分 自己負担割合 

外来（個人ごと）  

一  般 １２,０００円/月 ４０,２００円/月 

※低所得者 

（○福のみ） 

1 割 

  ８,０００円/月 ２４,６００円/月 
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父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
8
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
野

ネ
コ
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
度
第
２
回
事

業
（
父
島
）
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、村
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

捕
獲
し
た
ネ
コ
に
は
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
新

た
な
野
ネ
コ
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

貴
重
な
小
笠
原
の
自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境

の
維
持
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
母
島
で
は
、
随
時
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
捕
獲
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
母
島
支

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
捕
獲
予
定
期
間
】 

 

10
月
7
日
（
月
）
～
10
月
23
日
（
水
） 

【
捕
獲
予
定
地
域
】 

○
西
町
・
東
町 

○
奥
村
都
住
・
職
住
周
辺 

○
清
瀬
交
差
点
周
辺 

○
境
浦
他  

※
そ
の
他
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
が
あ
れ
ば

ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母

島

支

所 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

平
成
14
年
度
第
2
回
父
島
動
物
巡
回
診
療
を
次

の
要
領
で
行
な
い
ま
す
。 

飼
い
犬
・
飼
い
ネ
コ
を
適
正
に
飼
養
し
、
む
や
み

な
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
責
任
で
す
。

こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

な
お
、
当
事
業
は
年
度
4
回
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。 

 【
日

程
】
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
） 

【
場

所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
予
約
期
間
】
10
月
1
日
（
火
）
～
11
日
（
金
） 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
診
療
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
申
込
数

に
よ
っ
て
は
、
今
回
の
診
療
は
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
約
期
間
終
了
後
、
診
療

日
・
時
間
を
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

診
療
に
か
か
る
費
用
は
、
全
て
有
料
と
な
り
ま

す
。（
金
額
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
診
療
日
・
時
間

を
連
絡
す
る
際
に
ご
説
明
し
ま
す
。） 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

講
演
会 

 
 

父
島
・
母
島
で
生
活
設
計
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

【
内
容
】 

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
」 

夢
実
現
と
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
た
め
に 

【
講
師
】
東
京
都
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

星 

珠
枝 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
３
日
（
木
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
４
日
（
金
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
村
民
会
館 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

小

笠

原

村

商

工

会 
 

２
―
２
６
６
６ 

国
際
協
力
事
業
団
小
笠
原
研
修 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
事
業
団
）
横
浜
国
際
セ
ン 

タ
ー
が
実
施
す
る
島
し
ょ
国
沿
岸
資
源
管
理
コ
ー
ス 

の
研
修
員
12
名
が
10
月
20
日
～
29
日
ま
で
来
島 

し
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
フ
ィ
ジ
ー
、
キ
リ
バ
ス
、 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ 

ロ
モ
ン
諸
島
、
ト
ン
ガ
、
ト
ゥ
バ
ル
、
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
、 

モ
ル
ジ
ブ
、
ベ
リ
ー
ズ
・
ハ
イ
テ
ィ
・
サ
モ
ア
と
い 

っ
た
太
平
洋
諸
国
の
水
産
・
環
境
関
係
の
政
府
関
係 

機
関
職
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
漁
業
、
観
光
、
環 

境
等
を
総
合
的
か
つ
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
戦
略
の 

構
築
と
実
施
を
担
え
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目 

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

太
平
洋
に
散
在
す
る
島
し
ょ
国
は
、
サ
ン
ゴ
礁
に 

囲
ま
れ
、
一
般
に
陸
上
資
源
に
乏
し
く
、
島
の
社
会

経
済
に
と
っ
て
沿
岸
域
の
水
産
資
源
は
極
め
て
重
要

で
す
。
し
か
し
、
資
源
の
回
復
力
を
超
え
た
漁
業
の

継
続
、
ま
た
は
、
過
度
の
森
林
伐
採
や
鉱
山
開
発
、

人
口
急
増
に
よ
る
沿
岸
開
発
等
の
環
境
破
壊
に
よ
り
、

多
く
の
地
域
で
水
産
資
源
の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
源
の
減
少
を
く
い
止
め
、
そ
の
持
続
的
利

用
を
可
能
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
適
正
な
資
源
管
理

の
規
則
を
作
成
し
、
体
制
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
村
も
空
路
が
な
く
船
で
片
道
25
時
間
と

い
う
超
遠
隔
離
島
で
あ
り
、
島
し
ょ
国
の
離
島
事
情

と
も
類
似
し
て
い
ま
す
。
当
村
で
の
経
験
は
、
島
し

ょ
国
が
こ
れ
か
ら
の
自
国
の
発
展
を
考
え
る
上
で
学

ぶ
べ
き
教
訓
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

本
研
修
は
父
島
の
水
産
・
観
光
関
係
の
各
事
業
者

が
全
面
的
に
協
力
、
受
入
れ
を
行
い
、
講
義
も
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
が
英
語
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
研
修
に

お
け
る
講
義
は
一
般
の
方
の
聴
講
も
で
き
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
の
期
間
、
街
中
で
研
修
員
を
見
か
け
た

ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

父
島
で
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

村
で
は
毎
年
父
島
に
お
い
て
「
農
業
被
害
を
防
止

す
る
」
観
点
か
ら
ノ
ヤ
ギ
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
も
10
月
か
ら
3
月
ま
で
月
に
２
回
程
度
実
施
し

ま
す
。 

本
駆
除
作
業
は
「
銃
」
に
よ
る
作
業
で
「
社
団
法

人
東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
」
へ
委
託
し
て
実
施

し
ま
す
。 

安
全
に
は
充
分
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
当
日

の
駆
除
地
域
へ
の
立
入
り
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
駆

除
の
前
日
に
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
ノ
ヤ
ギ
の
被
害
で
お
困
り
の
「
農
業
者
」

の
方
は
左
記
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
営
バ
ス
臨
時
便
の
運
行 

 

10
月
6
日(

日)

の
連
合
運
動
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
左
記
の
と
お
り
扇
浦
線
の
臨
時
便
を
運
行
し
ま

す
。
当
日
会
場
へ
は
、
マ
イ
カ
ー
で
の
来
場
を
控
え

村
営
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
循
環
線
は
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
で
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
雨
天
順
延
と
な
っ
た
場
合
は
、
10
月
12
日

(

土)

に
運
行
日
を
変
更
し
ま
す
。 

【
臨
時
便
運
行
ダ
イ
ヤ
（
扇
浦
線
）】 

①
村
役
場
前
発
午
前
７
時
10
分
～ 

小
港
海
岸
着
７
時
25
分 

②
小
港
海
岸
発
午
前
７
時
25
分
～
小
中
学
校
着 

７
時
45
分
～
村
役
場
前
着
７
時
50
分 

③
村
役
場
前
発
午
前
８
時
15
分
～
小
中
学
校
着 

 
 

８
時
19
分
～
小
港
海
岸
着
８
時
35
分 

④
小
港
海
岸
発
午
前
８
時
35
分
～
小
中
学
校
着 

８
時
51
分
～
村
役
場
前
着
８
時
55
分 

 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
企
業
係
２
―
３
１
１
４ 

 
 
 
 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 
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小
笠
原
小･

中･
高
連
合
運
動
会 

 

連
合
運
動
会
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
当
日
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
６
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分 

 
 
 
 

※
雨
天
の
場
合
は
12
日(

土
）
に
延
期 

【
場
所
】
小
笠
原
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド 

【
一
般
参
加
種
目
に
つ
い
て
】 

《
種
目
》 

○
徒
競
走
（
１
０
０
ｍ
） 

 
 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（
男
女
別
６
人
チ
ー
ム
） 

 
 

○
地
域･

職
域
対
抗
綱
引
き
（
男
女
混
合
12
人

１
チ
ー
ム
） 

 

《
申
込
方
法
》 

 
 
 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

10
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

【
参
観
に
つ
い
て
】 

 
 

会
場
に
テ
ン
ト
を
設
営
さ
れ
る
場
合
は
次
の
こ

と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
午
前
７
時
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
お
い
て
く
だ
さ
い 

 

○
グ
ラ
ン
ド
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

 

○
閉
会
式
終
了
後
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
中
学
校 

担
当 

横
溝 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
平
成
14
年
全
国
地
域
安
全
運
動
の 

実
施
に
つ
い
て 

10
月
11
日
（
金
）
か
ら
10
月
20
日
（
日
）
ま

で
の
10
日
間
、『
守
ろ
う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

街

だ
か
ら
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
14
年
全
国
地
域
安

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 【
運
動
の
重
点
】 

○
侵
入
盗
、
乗
り
物
盗
の
防
止 

○
少
年
の
非
行
防
止 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 

※
車
を
離
れ
る
際
は
、
必
ず
キ
ー
を
抜
き
施
錠
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
家
を
留
守
に
す
る
時
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。 

 
安
全 
安
心 

小
笠
原 

 

◎
防
犯
栄
誉
金
賞
の
受
賞 

平
成
14
年
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
（
10

月
２
日
）
に
お
い
て
、 

小
笠
原
防
犯
協
会
会
長 

山
崎 
止
氏 

が
防
犯
栄
誉
金
賞
を
受
賞
し
ま
す
。 

防
犯
栄
誉
金
賞
は
、
都
内
で
18
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
、
島
し
ょ
部
で
は
４
人
目
、
小
笠
原
村
で
は
初
受

賞
の
栄
誉
で
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

◎
電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て 

小
笠
原
警
察
署
の
代
表
番
号
が
10
月
10
日
（
木
）

午
前
０
時
か
ら ２-

２
１
１
０
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

事
件
・
事
故
の
通
報
「
１
１
０
番
」
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
０
１
０ 

 
 
 
 
 
 

原
付
自
転
車
等
の
自
賠
責
制
度 

  

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、
こ
の
10
年
間
で

45
％
増
加
し
、
平
成
13
年
の
死
傷
者
数
は
１
１
９

万
人
に
も
及
び
、
過
去
最
悪
の
数
字
で
す
。 

増
え
つ
づ
け
る
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被
害
者
に

も
、
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
が
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
保
険
金
支
払

い
の
新
し
い
仕
組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通
事
故
の
際

に
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
付
自
転

車
や
バ
イ
ク
を
含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。 

交
通
事
故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
時
は
、
被
害

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
。
強
制
保

険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の
加
害
者

の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
被
害

者
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
証
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

車
検
制
度
の
無
い
原
付
自
転
車
や
バ
イ
ク
は
、
特

に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、 

http://www.jibaiseki.com 

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局 

東
京
運
輸
支
局
輸
送
課
旅
客
第
一
係  

０
３
‐
３
４
５
８
‐
９
２
３
３ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 【
日

時
】
10
月
７
日
（
月
） 午

後
5
時
～
6
時 

【
場

所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

         

三
日
月
山
展
望
台
工
事 

 

小
笠
原
支
庁
で
は
三
日
月
山
（
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
展
望
台
の
老
朽
化
に
伴
い
、
安
全
に
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改
築
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
ご
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
工
事
予
定
期
間
】 10

月
下
旬
～
平
成
15
年
2
月
末 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 
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国
立
公
園
指
定
30
周
年 

記
念
イ
ベ
ン
ト 

 

小
笠
原
支
庁
で
は
小
笠
原
国
立
公
園
指
定
30
周

年
を
記
念
し
、
皆
様
に
歩
く
こ
と
を
通
じ
て
自
然
と

ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
全
国
自
然
歩
道
を

歩
こ
う
大
会
（
小
笠
原
大
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。 

当
日
は
、自
然
の
知
識
が
豊
富
な
ガ
イ
ド
に
よ
り
、

遊
歩
道
周
辺
で
観
察
で
き
る
島
の
身
近
な
自
然
を
ご

紹
介
・
解
説
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
ハ
イ
キ
ン
グ 

（
共
催 

小
笠
原
遊
歩
道
を
楽
し
む
会
） 

【
日
時
】 

10
月
19
日
（
土
）
受
付
９
時
（
雨
天
中
止
） 

【
場
所
】
小
港
駐
車
場
～
高
山
～ 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
～
小
港
駐
車
場 

【
定
員
】
30
名
（
申
込
順
） 

【
費
用
】
１
０
０
円
（
保
険
料
） 

 

◎
南
崎
・
小
富
士
ハ
イ
キ
ン
グ 

（
共
催 

母
島
観
光
協
会
） 

【
日
時
】 

10
月
27
日
（
日
）
受
付
９
時
（
雨
天
中
止
） 

【
場
所
】
万
年
青
橋
～
小
富
士
～ 

南
崎
～
蓬
莱
根
～
万
年
青
橋 

【
定
員
】
30
名
（
申
込
順
） 

【
費
用
】
１
０
０
円
（
保
険
料
） 

 
 
 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
２
３ 

母

島

観

光

協

会
３
―
２
３
０
０ 

      

小
笠
原
住
宅
訪
問
調
査 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
で
は
、
今
年
度
も
父
島
の
小

笠
原
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
、
10
月
か
ら

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
最
近
、
家
賃
未
納
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

建
物
の
管
理
面
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
併
せ

て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、
居
住
者
の
中
で
世
帯
主
・
家
族
・
同
居
な

ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
早
急
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
調
査
の
内
容
】 

○
小
笠
原
住
宅
適
正
使
用
状
況
の
確
認 

○
小
笠
原
住
宅
の
家
賃
未
納
者
に
対
し
て
の
指
導 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

介
護
者
教
室 

 

明
老
会
で
は
左
記
の
予
定
で
介
護
者
教
室
を
実
施

い
た
し
ま
す
。 

今
回
は
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な

が
ら
、
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
を
楽
し
く
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 【
日
時
】
10
月
19
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
） 

【
内
容
】『
介
護
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
』 

 
 
 

※
な
お
、
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

明
老
会
（
担
当 

金
児
） 

２
―
３
９
１
１ 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

（
母
島
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
）
募
集 

 

【
受
験
資
格
】 

○
年
齢
・
学
歴
不
問 

○
や
る
気
の
あ
る
方 

※
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、 

介
護
支
援
専
門
員
等
の
有
資
格
者
歓
迎 

 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
村
母
島
内 

【
業
務
内
容
】
母
島
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
事
前

準
備
及
び
実
施
業
務
全
般 

【
給

与
】
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

給
与
規
程
に
よ
る 

【
採
用
人
員
】
２
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
14
年
12
月
１
日
以
降 

【
試

験

日
】
11
月
16
日
（
土
） 

【
試
験
会
場
】
母
島
村
民
会
館
会
議
室 

【
試
験
の
方
法
】
口
述
に
よ
る 

※
但
し
、
申
込
時
に
課
題
提
出
書
類
あ
り 

【
申
込
期
間
】
10
月
１
日
（
火
）
～
31
日
（
木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局 

 
 

職
員
採
用
係 

２
‐
２
４
８
６ 

 

母
島
小
中
学
校
道
徳
授
業 地

区
公
開
講
座 

  

母
島
小
中
学
校
で
は
左
記
の
と
お
り
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
だ

け
で
な
く
村
民
の
方
も
ぜ
ひ
心
の
教
育
の
実
践
授
業

を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
２
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
中
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
２ 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

 

太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
に
よ
り
、
次
の

時
間
に
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

 【
予

想

日
】
10
月
3
日
（
木
）
～
6
日
（
日
） 

【
予
想
時
刻
】
午
後
0
時
22
分
頃
か
ら
約
6
分
間 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
と
は
、太
陽
、

放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き

に
、
衛
星
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽
雑
音
を

受
け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
春
分
及
び

秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
自
分
が
変
わ
る
、
世
界
が
変
わ
る
、 

本
と
の
出
会
い 

２
０
０
２
年
の
読
書
週
間
が
、
文
化
の
日
を
中
心

に
10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
の
２
週
間
実
施
さ

れ
ま
す
。 

父
島
図
書
室
で
は
、
小
笠
原
中
学
校
の
図
書
委
員

会
活
動
に
よ
り
内
地
の
出
版
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図

書
、
雑
誌
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
下
さ

い
． 

     

◎
新
し
い
「
お
話
し
の
会
」
が
始
ま
り
ま
す 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お
話
し
の
会
」
が
10
月

か
ら
１
ヵ
月
に
１
回
位
の
予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。 

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
聞

き
た
い
友
達
は
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
予
定
は
、
子
供
図
書
室
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
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で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

第
１
回
目 

 

【
日
時
】
10
月
９
日
（
水
） 

午
後
2
時
30
分
～
3
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
子
供
図
書
室 

 

●
問
合
せ
先 

加
藤 
啓
子 

 
 

２
―
３
７
９
８ 

 

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収 

 

い
つ
も
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

現
在
、
回
収
箱
は
パ
パ
イ
ヤ
マ
ー
ト
、
パ
ー
ラ
ー

小
祝
及
び
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
村
役
場
ホ
ー
ル
の
メ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
直

接
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

な
お
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
内
地
へ
発
送
す
る
際
、

箱
詰
め
に
す
る
た
め
切
り
揃
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

も
う
一
度
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
方
法
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

父
島
婦
人
会 

                

     

専
門
診
療 

 

整
形
外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
皮
膚
科
の
専
門
診
療

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
度
ま
で
東
京
都
主
催
で
実
施
し
て
い

た
巡
回
診
療
は
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
村
が
事
業
主

体
と
な
り
こ
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

 
 
 

こ
れ
に
伴
い
保
険
診
療
（
有
料
）
と
な
り
ま
す
の

で
御
了
承
く
だ
さ
い
。 

 【
整
形
外
科
（
東
京
医
科
大
学
病
院
）
】 

《
母
島
》
10
月
9
日
（
水
）
・
10
日
（
木
） 

《
父
島
》
10
月
13
日
（
日
）
～
15
日
（
火
） 

【
耳
鼻
咽
喉
科
（
金
子
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）
】 

《
母
島
》
10
月
14
日
（
月
）
・
15
日
（
火
） 

【
皮
膚
科
（
東
京
医
科
大
学
病
院
）
】 

《
母
島
》
10
月
21
日
（
月
）
・
22
日
（
火
） 

《
父
島
》
10
月
24
日
（
木
）
～
28
日
（
月
） 

※
10
月
27
日
（
日
）
を
除
く 

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
11
時 

 
 
 
 
 
 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母

島

診

療

所 

３
―
２
１
１
５ 

 

肺
が
ん
検
診 

 

左
記
の
期
間
中
、
肺
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
受
付

け
ま
す
。 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、 

直
接
申
込
み
先
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
申
込
み
は
代

理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

 

【
対

象

者
】
村
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上
の
方 

【
方

法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
費

用
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
11
月
7
日
（
木
）
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母

島

支

所

庶

務

係 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 
  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日

時
】
10
月
10
日
（
木
）
午
後
2
～
4
時 

【
場

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
（
父
島
） 

 

左
記
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

 【
内

容
】 

①
初
め
て
の
歯
科
ケ
ア 

②
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い 

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
タ
ッ
チ
ケ
ア
） 

【
対
象
者
】 

①
１
歳
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

 

②
３
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日

時
】 

①
10
月
8
日
（
火
）
午
後
2
時
～
3
時 

 

②
10
月
30
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時 

【
場

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

           

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
・ 

小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

 

 

育
児
相
談(

し
つ
け
・
こ
と
ば
の
遅
れ
等)

、
保
健

相
談
（
健
康
管
理
）、
身
体
障
害
相
談
（
視
聴
覚
・
言

語
・
肢
体
障
害
等
）、
知
的
障
害
相
談
（
知
的
障
害
・

自
閉
症
等
）、
非
行
そ
の
他
の
相
談
等
。 

幼
児
、
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
専
門
の
医
師
、

心
理
指
導
士
、
児
童
福
祉
士
が
、
皆
様
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
10
月
15
日
ま
で

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
～
11
時 

《
場
所
》
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
22
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

16 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム ～

旅
行
者
の
役
割
～
」 

 

 

小
笠
原
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
貴

重
な
小
笠
原
の
自
然
や
文
化
の
価
値
に
つ
い
て
の
理

解
者
と
な
り
、
小
笠
原
に
直
接
的
・
間
接
的
な
利
益

還
元
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
、
小
笠
原
に
お
け

る
エ
コ
ツ
ア
ー
の
代
名
詞
と
な
り
つ
つ
あ
る
ド
ル
フ

ィ
ン
ス
イ
ム
に
参
加
し
て
イ
ル
カ
に
魅
力
を
感
じ
た

旅
行
者
は
、「
ま
た
一
緒
に
泳
ぎ
た
い
！
」「
こ
の
感

動
を
友
達
に
伝
え
た
い
！
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
で

し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
ツ
ア
ー
代
、
土
産
物
代
、
宿

泊
代
等
の
直
接
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
り
出
し
、
将
来
の
集

客
増
や
集
客
安
定
に
も
つ
な
が
る
間
接
的
な
効
果
を

生
み
出
し
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
の
イ
ル
カ
に
感
動

を
覚
え
た
旅
行
者
は
、「
小
笠
原
の
イ
ル
カ
を
守
っ

て
い
き
た
い
！
」
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
旅
行
者
は
小
笠
原
の
イ
ル
カ

を
守
る
た
め
に
イ
ル
カ
調
査
・
研
究
へ
の
援
助
や
協

力
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
、
小
笠
原
の

イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
に
感
動
し
て
、
そ
の
保
護
の
た
め

に
Ｏ
Ｗ
Ａ
の
調
査
研
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ

る
旅
行
者
は
大
勢
い
ま
す
。 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く
上
で
「
旅
行

者
」の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
旅
行
者
」
が
地
域
の
経
済
還
元
と
観
光
資

源
保
護
の
良
き
理
解
者
・
協
力
者
と
な
る
た
め
で
す
。 

 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

   

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
と
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
協
会
で
は
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
小
笠
原
海
運
株
式
会

社
の
協
力
の
下
、「
お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く
マ
ッ
コ

ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
」を
行
い
ま
す
。

Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
に
よ
る
詳
し
い
解
説
や

船
内
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ん
も
深
海
の
王
者
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に

会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 【
日

時
】
10
月
27
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
定

員
】
３
０
０
名
（
先
着
順
） 

【
参

加

費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

直
接
Ｏ
Ｗ
Ａ
案
内
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。 

※
母
島
在
住
の
方
は
電
話
で
受
付
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
10
月
18
日
（
金
）
～
23
日
（
水
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
土
・
日
の
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

※
村
民
以
外
の
方
は
10
月
27
日
当
日
の
受
付

と
な
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会（
Ｏ
Ｗ
Ａ
） 

 
 

２
―
３
２
１
５  

◎
第
10
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座 （

勉
強
会
） 

【
講
習
内
容
】 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
調
査
見
学
」 

 

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
の
天
野
博
士
と
Ｏ
Ｗ
Ａ
の

森
博
士
が
共
同
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
調

査
を
行
い
ま
す
。
世
界
に
先
駆
け
て
行
う
マ
ッ
コ
ウ

ク
ジ
ラ
研
究
の
最
前
線
を
間
近
で
見
学
で
き
ま
す
。

調
査
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
レ
ク
チ
ャ
ー
も
行
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

【
日

程
】 

10
月
14
日
～
22
日
の
間
に
計
４
回
を
予
定 

【
募
集
人
数
】 

１
回
の
調
査
で
約
10
名 

※
中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴 

【
時

間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
変
更
の
場
合
あ
り
） 

【
費

用
】 

１
回
の
参
加
に
つ
き 

一
般 

６
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
半
額
） 

�
 

Ｉ
Ｗ
Ｏ
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
）
及
び
Ｏ
Ｗ
Ａ
会
員

は
３
０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

         

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
16 

 ｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記
― 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
洋
セ
ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

岩
田 

由
美 

 
私
は
今
年
６
月
か
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
調
査
・
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
や
っ
て
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
カ
メ
や
ク

ジ
ラ
が
好
き
な
大
学
生
や
専
門
学
校
生
、
大
学
の
卒

業
研
究
生
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
目
指
し
て
い
る

人
、
島
に
来
て
み
た
か
っ
た
か
ら
と
い
う
人
な
ど
で

年
齢
も
様
々
で
す
。
今
年
は
既
に
45
名
の
人
達
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
仕
事
は
体
力
勝
負
の

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
飼
育
、
館
内

の
案
内
な
ど
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
労
力
や
時
間

を
カ
メ
の
調
査
な
ど
に
提
供
し
、
そ
の
代
わ
り
そ
れ

ぞ
れ
が
必
要
な
知
識
・
経
験
・
技
術
を
収
得
し
て
い

き
ま
す
。 

私
は
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
目
指
し
て
お
り
、
知

識
や
経
験
を
得
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

ま
し
た
。
机
上
だ
け
で
は
な
く
実
際
調
査
な
ど
で
現

場
に
出
て
、
自
分
自
身
で
得
た
知
識
・
情
報
は
、
イ

ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
上
で
と
て
も
必

要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
の
夏
、
毎
日
の
お
客
さ

ん
へ
の
解
説
業
務
の
他
に
子
供
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

43
回
、
稚
ガ
メ
の
放
流
会
が
14
回
開
催
さ
れ
実
際

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
何
度
か
、
実
際
に
経
験
す

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ら
の
経
験
の
中
で
、
お
客
さ
ん
の
個
性
に
合

わ
せ
た
解
説
や
心
配
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
実
際
に
一
夏
経
験
し
て
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
知
識
だ
け
で
な
く
心
に
残
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
う
の
は
、
伝
え
る
側
の
思
い
入
れ
に
加
え
、

聞
く
側
の
興
味
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
は
じ
め
て
伝

わ
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。 

こ
の
夏
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
し
て
、
小
笠
原

の
自
然
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 
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日本人の肺ガンは増加の一途をたどっており、平成１２年の死亡者数は昭和３０年の約２０倍になっています。特に男

性では、平成５年以降、胃ガンを抜いてガン死亡のトップになり、平成１０年から男女の合計でも胃ガンを抜いてガン死

亡のトップになっています。 

肺がんの症状って何？ 
肺ガンはあまり症状は出ません。昔は、咳（せき）、痰（たん）、血痰（けったん）が肺ガンの３大症状と言われていま

したが、このような症状が出る頃には、肺ガンが進んだ状態になっていることが多いようです。だからこそ、症状のない

うちから検診を受ける必要があります。その他の症状としては胸の痛み、声がかすれる、顔が腫れる等があります。 

原因は？ 

肺ガンは遺伝子の病気と考えられていますが、タバコの影響は重要で、大気汚染の影響も考えられています。１日４０

本以上吸う人が肺ガンにかかる率は、吸わない人の約２０倍になるというデータがあります。また最近、受動喫煙が問題

になっており、非喫煙者の妻に比べて、喫煙者の妻の肺ガン死亡率は４倍になることなども報告されています。 
タバコを吸い始めた年齢が若いほど、１日の喫煙本数が多いほど、ガンの罹患率は高くなります。しかし、禁煙を５年以

上続けると、その罹患率は、タバコを吸わない人とほぼ同じレベルになると言われています。 

小笠原で行っている肺がん検査 

１．胸部Ｘ線検査 
レントゲンは、住民結核検診で撮影する写真を使用します。 

２．喀痰（かくたん）検査 
  痰（たん）を肉眼的あるいは顕微鏡で観察する検査です。痰の中にガン細胞があるかどうかを調べます。 
 
以上の２種類を併用して実施しています。 

肺がんは治りにくいの？ 

肺ガンは治りにくいと言われていますが、胃ガンのようにミリ単位の小さなうちに発見されれば、決して治りにくい病

気ではありません。小さな肺ガンがみつかる機会が一番多いのは、市町村で行う肺ガン検診ですが、受診者が少ないとい

う問題の他に、小さな肺ガンは、専門の医師でもなかなか見つけにくいという問題があります。しかし、近年ＣＴ（コン

ピューター断層撮影）検査で、ミリ単位の肺ガンを見つけることができるようになりました。ＣＴ検査は１５秒ほど大き

く息を吸って止めます。この間に肺を上から下まで全部スライスしたハムのように輪切りにして撮影します。痛いことも

苦しいこともありません。機会があれば是非一度、受けてみてください。 
 
 
 
 小笠原の何処にでも見かける繁殖力旺盛なギンネム。美食家として知

られる中国の女帝西太后は非常に強い生命力を持つギンネムの力を､自

らの体内に取り込もうと考え、ギンネムから作られたお茶を愛飲してい

たと言われています。ギンネムは､他の植物には見られない驚異的なカル

シウムを始め､カリウム等のミネラルを含み､高いタンパク質含有率で注

目されていましたが、ミモシンというアミノ酸の毒性があり､有効に利用

されていませんでした。数十年の研究が重ねられ、国立琉球大学の教授

らによって、発酵作用させることで､その毒素を完全に除去することがで

き、沖縄で「ぎん茶」として売られているようです。ギンネムのお茶と

いうと、ちょっと抵抗がありますが、新しい物好きな私としては、一度

は試してみようかと考えております。 

 

けんこう通信
健康福祉課 第５１号 

肺がん検診 

肺がん検診 １１月７日（金）まで 
       健康福祉課で受付中！ 



小笠原観光写真コンテスト作品募集（～11/1） 出港日

社会福祉協議会職員募集（～31） 宮之浜道宅地分譲再募集締切

 高校図書館開放

入港日

年金相談（父島　～4）

母島小中学校道徳授業地区公開講座

高校図書館開放

定期予防接種（三種混合、麻疹、風疹、日本脳炎） 介護者教室（父島）

講演会「ライフプランを考える」（父島） ジョンビーチハイキング

高校図書館開放

講演会「ライフプランを考える」（母島）

入港日

出港日

高校図書館開放

小笠原村住民健診予約受付（～11/7）

小笠原小･中･高連合運動会 皮膚科専門診療（母島　～22）

村営バス臨時運行 巡回児童演劇（父島）

東京都児童相談センター巡回相談（母島）

年金相談（母島　～9）

父島野ネコ捕獲期間（～23） 巡回児童演劇（母島）

母島巡回労働相談 東京都児童相談センター巡回相談（父島）

入港日 出港日

育児学級（父島） 高校図書館開放

整形外科専門診療（母島　～10） 皮膚科専門診療（父島　～26，28）

地域福祉センター図書室「お話の会」

高校図書館開放

出港日

扇浦地区宅地分譲意見交換会 入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 父島動物巡回診療（～27）

高校図書館開放

全国地域安全運動（～20）

南崎・小富士ハイキング

高校図書館開放 おがさわら丸で行くマッコウクジラウォッチング

入港日

整形外科専門診療（父島　～15）

出港日

耳鼻咽喉科専門診療（母島　～15）

育児学級（父島）

高校図書館開放

9 水

10 木

日

月

16

17

19

18

水

木

金

土

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

2 水

日

土

13

12

火8

3 木

4 金

21

20
5 土

6 日

11 金

15

14

火

月

23

22

25

24

木

27 日

26 土

月

31

30

29

28

1 火

火

水

金

火

水

木

7 月

体育の日


